資料２－２

　　　　　　　　　　　新たな大阪府男女共同参画計画の基本的な考え方について（案）



















大阪府男女共同参画推進条例　基本理念　⇒新計画基本理念


　１　男女の人権の尊重


　２　固定的な性別役割分担等を反映した制度・慣行への男女共同


参画の配慮


　３　政策・方針の立案・決定への男女の共同参画


　４　家庭の重要性を認識した上での家庭生活と他の活動の両立


５　国際社会における取組への配慮





男女共同参画社会基本法　基本理念





　１　男女の人権の尊重


　２　社会における制度又は慣行についての配慮


　３　政策等の立案及び決定への共同参画


　４　家庭生活における活動と他活動の両立


　５　国際的協調





新計画の位置づけ


男女共同参画社会基本法第14条、大阪府男女共同参画推進条例第８条に基づく、府における男女共同参画社会の形成の促進に関する施策についての基本的な計画





推進体制　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計画期間


○オール大阪での連携体制構築　　　　　　　　　　　　　　平成２３年度～平成２７年度


(市町村・NPO・企業等の連携)　　　　　　　　　　　　　　　　　　（概ね５年間）


※市町村の男女共同参画計画策定率　全国第１位


○庁内推進体制の充実 
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社会経済情勢の変化


■少子・高齢化の進展


■家族形態の変化（単身世帯やひとり親世帯の増加等）


■経済の低迷と不安定な雇用情勢　　■国際化の進展





基本的な視点





男性も女性も共感できる男女共同参画社会づくり





○男女それぞれが持てる能力を発揮


○男性も女性も、社会、地域、家庭（子育てや介護等）に参画


○男女共同参画を通じて大阪を活性化


・


・


・





解決すべき


主な課題





男女共同参画に向けた意識形成





国際社会における取組を考慮した取組





男女共同参画に向けた意識啓発





・府民に理解と共感を得られる広報啓発


・男性に向けた意識啓発


・男性にとっての男女共同参画





男女共同参画を推進する教育・学習の充実








・学校における男女平等教育の推進


・多様な選択を可能とする学習機会の


充実





・国際的取組の情報収集・提供





セーフティネットの不足と深刻な女性に対する暴力





男女共同参画社会の必要性についての共感や理解の不足





この10年を振り返って


■進んだ点


○男女雇用機会均等法をはじめとする法整備の充実、企業におけるポジティブアクションの取組など、雇用の場における女性の参画が緩やかに進んだ。


○若い男性が家事・育児への参画を希望するなど、男性の意識や行動の変化の兆しが見られる。


○企業の経営戦略として、ワーク・ライフ・バランスへの取組が増加している。





■進まなかった点


○男女共同参画社会の重要性について広く府民や企業に認識されなかった。


○待機児童問題や女性のＭ字型就労の問題など、意欲ある全ての人が両立できる環境には至らなかった。


○経済・雇用情勢の悪化等により非正規労働者や失業者が増加するなど、貧困・格差が拡大した。


○配偶者等からの暴力等については、各種施策を推進してきたが、相談件数や一時保護件数が多く、依然として深刻な状況にある。








あらゆる分野への男女共同参画の推進





・府の政策方針決定の場への女性の登用


・地域活動における女性参画の促進





政策･方針決定過程への女性の参画促進





雇用の場における男女共同参画の促進





・雇用分野の男女の均等取扱い推進


・女性の能力発揮促進のための支援





進まない政策・方針決定過程への女性の参画





基本的な視点


～男性も女性も共感できる


男女共同参画社会づくり～


○男女それぞれが持てる能力を発揮


○男性も女性も、社会、地域、家庭（子育てや介護等）に参画


○男女共同参画を通じて大阪を活性化




















高齢者･障がい者・外国人などが安心して暮らせる環境の整備








仕事と生活の調和の推進





仕事と生活の調和推進のための環境整備





・総合的な子育て環境の整備


・働き方の見直しの推進　








・高齢者の自立した生活への支援


・障がい者の福祉・就労の充実


・すべての人にやさしいまちづくりの推　　進





長時間労働等


仕事と子育てや介護との両立が困難な社会





新たな視点





○若年層の価値観の変化、男性自身の性別役割分担意識からの脱却


○企業活動・雇用の場の変化、ダイバーシティ


○多文化共生（グローバル化）


○セーフティネット


○少子化・子育て支援


○高齢化、介護問題


・


・


・








大阪らしさ





男女の人権の尊重と生涯を通じた健康支援





メディアにおける人権の尊重





女性に対する暴力の根絶





男女の健康支援





・配偶者等からの暴力の根絶


・性犯罪、人身取引等への対策





・性差･ライフステージに配慮した健康対策の推進





貧困など様々な困難を抱える人々への支援





・社会経済情勢の変化に対応したセーフティネットの構築と周知








・人権を尊重した表現の推進


・メディア・リテラシー向上の取組





大阪らしさの視点





○大都市圏の文化等の資産の享受


○都市圏の人材の育成・活用


○アジアへのアプローチ


○都市圏の地域力の向上


・


・


・


⇒個々の府民の幸福の追求へ





国計画の基本的考え方（案）の新たな視点





○子ども・男性を含めた視点


○マイノリティの視点


○科学分野における男女共同参画


○地域社会の取組


・


・


・








・








⇒個々の府民の幸福の追求へ














・


・・








